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福 祉

議
員
が
聞
い
た

　
　
　

こ
ん
な
こ
と

質
問
し
た
内
容

１ 

新
型
コ
ロ
ナ
と
障
が
い
児
者
の

暮
ら
し

２ 

手
話
言
語
条
例
の
施
行

QQQ

QQ

Q AAA

A AA

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
、

障
が
い
児
者
の
暮
ら
し
は
不
安

が
増
大
し
、
困
難
な
状
況
と
不

便
さ
を
強
い
ら
れ
て
い
る
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

苦
慮
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。

　

障
が
い
児
者
の
方
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
、
障
害
特
性
に
応

じ
た
合
理
的
な
配
慮
の
提
供
を

し
て
、
当
事
者
の
声
を
聞
き
、

障
が
い
児
者
の
負
担
を
軽
減
す

べ
き
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
も
含
め

障
が
い
児
者
に
対
す
る
合
理
的

配
慮
を
で
き
る
限
り
考
え
る
。

　

障
が
い
児
者
本
人
や
家
族
が

感
染
し
た
と
き
の
対
応
や
課
題
、

今
後
の
取
組
は
。

　

一
般
の
方
と
同
じ
対
応
と
な

る
。
療
養
方
法
の
選
択
肢
が
限

ら
れ
、
家
族
分
離
が
難
し
い
が
、

市
が
で
き
る
対
応
に
は
限
界
が

あ
る
。

　

障
が
い
児
者
が
感
染
し
た
と

き
は
地
域
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
は
で
き
る
の
か
。

　

感
染
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
難

し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

感
染
す
る
と
社
会
か
ら
孤
立

し
家
族
だ
け
に
負
担
が
集
中
す

る
の
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
窮
地
に
立

つ
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

が
、
事
業
継
続
可
能
と
な
る
施

策
を
関
係
者
と
協
議
し
て
実
施

す
べ
き
。

　

事
業
者
の
実
態
把
握
に
努
め
、

施
策
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　

障
が
い
者
等
地
域
づ
く
り
協

議
会
や
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
と
連
携
を
図
り
、
コ

ロ
ナ
禍
で
も
障
が
い
児
者
の
安

心
し
た
暮
ら
し
を
確
保
す
べ
き
。

　

事
業
所
と
連
携
を
図
り
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
障
が
い
児
者
の

安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
す
べ
き

一
般
質
問
を
含
め
た
本
会
議
の
内
容
は
、
録
画

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
議
会
中
継
」
か
ら
御
覧
く
だ
さ
い
。

大久保 主計

一
般
質
問
と
は

般

一

質

問

　

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て

市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
23
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
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質
問
し
た
内
容

１ 

旧
統
一
協
会
と
の
関
係

２ 

市
内
に
立
地
す
る
県
立
が
ん
セ

ン
タ
ー
、
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
を
含
む
４
病
院
再
編
問
題

３ 

新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建

設
候
補
予
定
地
の
選
定

４ 

名
取
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

の
運
営
と
課
題

５ 

防
災
関
連
環
境
の
改
善

質
問
し
た
内
容

１ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設

２ 

道
路
の
管
理

４
病
院
再
編
問
題
で
の
市
の

対
応
を
明
ら
か
に
す
べ
き

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
設
備
の
充
実
を

Q

Q

QQQ

QQ

Q

AAA

AA

AA

A

政 策

スポーツ
　

市
民
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
の
設
備
状
況
は
。

　

２
つ
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

の
１
室
に
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
な
ど
４
種
類
８
台
、
も
う
１

室
に
、
バ
ー
ベ
ル
や
ダ
ン
ベ
ル

な
ど
10
種
類
17
台
の
器
具
を
設

置
し
て
い
る
。

　

器
具
の
点
検
状
況
は
。

　

指
定
管
理
者
で
あ
る
名
取
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
職
員
が
、
日

常
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
に
業
者
へ
委
託
し

て
点
検
を
行
っ
た
。

　

使
用
中
止
の
器
具
は
あ
る
か
。

　

ラ
ッ
ト
マ
シ
ン
は
、
部
品
の

在
庫
が
な
い
た
め
使
用
を
中
止

し
て
い
る
。
更
新
に
つ
い
て
市

長
部
局
と
相
談
し
て
い
く
。
ラ

ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
は
、
４
台
の

う
ち
２
台
が
壊
れ
、
令
和
元
年

度
に
利
用
者
の
意
見
を
参
考
に

ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
２
台
を
購
入
し

た
。

　

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

設
備
の
修
理
や
更
新
に
つ
い
て

年
次
計
画
を
策
定
し
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
教
室
の
開
催
な
ど
に
よ

　

植
松
入
生
地
区
の
候
補
予
定

地
を
公
表
後
、
今
日
ま
で
に
県

と
の
協
議
・
折
衝
な
ど
は
あ
っ

た
の
か
。

　

現
在
、
県
等
が
建
設
場
所
を

含
め
調
査
業
務
を
進
め
て
お
り
、

県
と
の
協
議
・
折
衝
を
行
う
段

階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
日

ま
で
に
具
体
の
協
議
や
折
衝
は

な
い
。

　

８
月
25
日
に
、
障
が
い
者
団

体
等
が
市
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
、
意
見
交
換
を
し
た
。
市
長

は
「
県
に
し
っ
か
り
伝
え
る
」

と
応
じ
た
が
、
要
望
の
受
け
止

め
や
考
え
な
ど
を
明
ら
か
に
す

べ
き
。
ま
た
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
形
で
県
に
伝
え
る
の
か
。

　

利
用
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん

や
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
い
る
方
、

現
場
で
働
く
方
々
の
声
は
、
重

く
受
け
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
本
市
で
半
世

紀
に
わ
た
り
共
生
の
た
め
の
努

力
が
重
ね
ら
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
な
ど
の
生
活
基
盤
も
形
づ

く
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
改
め
て

理
解
し
た
。
一
方
で
、
人
口
減

り
、
利
用
促
進
を
行
う
べ
き
。

　

設
備
の
修
理
や
更
新
は
、
必

要
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で
も
随
時

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
、
利
用

者
の
声
を
伺
い
な
が
ら
修
理
・

更
新
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
の
開
催
等

は
、
利
用
状
況
や
利
用
者
の
声

を
伺
い
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
協

会
と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
表

の
作
成
や
器
具
の
使
い
方
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
。

　

利
用
者
に
必
要
な
情
報
を
ど

の
よ
う
に
提
供
す
る
か
考
え
る
。

少
下
に
お
け
る
県
全
体
の
政
策

医
療
も
含
め
、
持
続
可
能
な
医

療
を
ど
の
よ
う
に
し
て
提
供
す

る
の
か
に
始
ま
り
、
専
門
家
に

よ
る
議
論
な
ど
を
踏
ま
え
て
現

在
の
再
編
案
が
示
さ
れ
た
と
い

う
経
過
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
は
あ
る
が
、
当
事
者
の

方
々
の
声
が
で
き
る
だ
け
反
映

さ
れ
る
よ
う
、
要
望
を
頂
い
て

間
も
な
く
、
県
に
要
望
の
概
要

等
を
伝
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
県
の
反
応
は
あ

っ
た
の
か
。

　

現
在
ま
で
に
反
応
は
な
い
。 齋　　浩美

板橋　美保
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市
指
定
避
難
所
の
熱
中
症
対
策
は

住
民
説
明
が
途
中
の
場
合
、
届
出
書

は
受
理
せ
ず
行
政
指
導
を

防 災

建 築

Q

QQ

Q

Q

QQ Q AA A

A A

A

AA

　

本
市
で
の
直
近
３
か
年
の
熱

中
症
症
状
の
搬
送
者
数
と
重
症

度
の
割
合
を
伺
う
。

　

搬
送
人
員
は
合
計
88
人
で
、

症
状
別
で
は
重
症
は
な
く
、
中

等
症
が
47
㌫
、
軽
症
が
53
㌫
で

あ
る
。

　

屋
内
搬
送
者
の
冷
房
の
使
用

状
況
は
。

　

ほ
と
ん
ど
使
用
し
て
い
な
か

っ
た
。

　

避
難
所
で
は
、
ど
の
よ
う
な

熱
中
症
対
策
を
取
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
熱
中
症
対
策
と
し

て
の
備
蓄
品
の
整
備
状
況
は
。

　

指
定
避
難
所
の
学
校
の
教
室

や
公
民
館
の
研
修
室
な
ど
、
一

部
に
は
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
。
ま

た
、
屋
内
体
育
施
設
や
公
民
館

の
ホ
ー
ル
等
に
は
、
ほ
と
ん
ど

エ
ア
コ
ン
は
な
く
、
扇
風
機
の

み
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
施
設

管
理
者
と
協
議
を
行
っ
た
上
で
、

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
利
用
し

な
が
ら
熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

熱
中
症
対
策
と
し
て
の
備
蓄

を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

今
後
は
、
夏
季
の
自
然
災
害

等
に
備
え
、
保
冷
剤
等
の
備
蓄

品
を
整
備
す
る
。

　

指
定
避
難
所
の
う
ち
、
市
の

施
設
に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や

大
型
扇
風
機
等
を
配
置
す
べ
き
。

　

施
設
の
一
部
に
設
置
さ
れ
る

空
調
機
器
や
扇
風
機
な
ど
の
備

品
を
活
用
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
て
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や

大
型
扇
風
機
等
に
つ
い
て
は
必

要
数
を
確
認
し
な
が
ら
配
置
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

　

令
和
３
年
に
改
正
さ
れ
た

「
名
取
市
中
高
層
の
建
築
物
の

建
築
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
改

正
後
、
以
前
と
同
じ
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
組
合
よ
り
、
紛
争
調
整

申
出
書
が
提
出
さ
れ
た
。
紛
争

が
発
生
し
て
い
る
現
状
や
指
導

要
綱
運
用
に
お
け
る
課
題
を
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
と
建

築
主
が
相
互
に
理
解
を
深
め
、

解
決
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
は

誠
に
残
念
で
あ
る
。
市
と
し
て

指
導
の
内
容
や
手
続
き
の
流
れ

に
つ
い
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

改
善
を
図
り
、
当
事
者
に
対
し
、

指
導
要
綱
の
主
旨
を
よ
り
正
し

く
ま
た
分
か
り
や
す
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

　

指
導
要
綱
第
７
条
の
説
明
が

途
中
で
あ
る
場
合
は
、
第
９
条

に
規
定
す
る
図
書
は
受
理
で
き

な
い
運
用
と
し
、
指
導
す
べ
き
。

　

第
７
条
は
近
隣
住
民
と
建
築

主
間
で
の
話
合
い
に
よ
っ
て
紛

争
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
が
、
仮
に
紛
争
が
生

じ
た
場
合
、
一
方
の
主
張
の
み

を
聞
き
入
れ
、
関
係
図
書
を
受

理
し
な
い
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
る
。

　

近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
７

条
１
項
及
び
同
４
項
に
明
記
さ

れ
た
説
明
す
べ
き
内
容
の
説
明

を
終
え
て
い
な
い
場
合
、
指
導

要
綱
に
の
っ
と
り
行
政
指
導
が

行
わ
れ
る
べ
き
と
解
釈
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
点
確
認
し
た
い
。

　

指
導
要
綱
に
は
強
制
力
が
な

い
。
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
時
点
で
住
民
の
理
解
が
十
分

で
な
く
て
も
、
届
出
書
が
出
さ

れ
た
場
合
、
市
と
し
て
は
行
政

手
続
法
に
の
っ
と
り
受
理
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

笹森　　波

菊地　昌夫

質
問
し
た
内
容

１ 

小
中
義
務
教
育
学
校
に
お
い
て

子
供
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
受
け
止

め
る
取
組

２ 

避
難
所
の
熱
中
症
対
策

質
問
し
た
内
容

１ 

名
取
市
中
高
層
の
建
築
物
の
建

築
に
関
す
る
指
導
要
綱
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特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
条
件

な
ど
制
度
の
周
知
を
図
る
べ
き

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
べ
き

福 祉

福 祉
QQQ

QQQ

AA

AA

A

AA

　

特
別
障
害
者
と
は
、
20
歳
以

上
で
あ
り
、
政
令
で
定
め
る
著

し
く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す

る
者
で
あ
る
。
特
別
障
害
者
手

当
の
支
給
実
態
は
。

　

障
害
の
種
別
や
部
位
に
よ
っ

て
、
該
当
す
る
基
準
が
大
き
く

異
な
る
。
施
設
入
所
ま
た
は
入

院
し
て
い
な
い
方
に
支
給
さ
れ

る
。
本
年
７
月
末
時
点
で
、
受

給
者
数
は
46
名
。
身
体
障
害
者

手
帳
所
持
者
が
17
名
、
療
育
手

帳
所
持
者
が
15
名
、
複
数
の
手

帳
所
持
者
が
14
名
で
あ
る
。

　

介
護
保
険
法
で
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等

は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
と
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
支
給
対
象
で
あ

る
。
病
院
ま
た
は
診
療
所
も
、

利
用
３
か
月
ま
で
は
対
象
と
な

る
の
で
は
な
い
か
。

　

対
象
と
な
る
。

　

介
護
費
用
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
、
障
害
者
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
く
て
も
要
介
護
４
及
び

５
の
人
は
支
給
対
象
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
等
、
制
度
の
周
知

を
図
る
べ
き
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
障
害
者
手
帳

を
交
付
す
る
際
の
窓
口
に
お
い

て
、
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高

い
方
に
案
内
を
し
て
き
た
。
指

摘
の
と
お
り
、
障
害
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
て
い
な
く
て
も
支
給

対
象
と
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
、

窓
口
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案

内
を
分
か
り
や
す
く
改
め
る
。

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
者
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
協

力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

　

障
害
者
手
帳
の
情
報
を
事
前

に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
交
通
機
関
等
で
手

帳
の
代
わ
り
に
利
用
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
障
害
者
手
帳
ア
プ

リ
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ⅰ
Ｄ
」
の
利
用

が
広
が
っ
て
い
る
。
本
市
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
障
害

者
手
帳
ア
プ
リ
の
活
用
を
図
り
、

障
害
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め

る
べ
き
。

　

障
害
者
手
帳
ア
プ
リ
で
も
な

と
り
ん
号
で
障
が
い
者
割
引
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

早
急
に
調
整
す
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
令
和
２
年

６
月
「
公
共
交
通
機
関
を
利
用

す
る
際
の
障
害
者
手
帳
の
提
示

な
ど
の
本
人
確
認
に
つ
い
て
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交

通
事
業
者
団
体
に
宛
て
、
障
害

者
に
過
度
の
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
ミ
ラ
イ
ロ
Ⅰ
Ｄ
提
示
が
手

帳
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
運
用

し
て
差
し
支
え
な
い
。」
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
が
、
周
知
は
。

　

早
急
に
取
り
組
む
。

　

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

と
、
男
性
の
が
ん
罹
患
者
数
の

第
１
位
が
前
立
腺
が
ん
で
あ
る
。

前
立
腺
が
ん
な
ど
の
病
気
や
加

齢
に
伴
い
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を

利
用
す
る
男
性
が
増
え
て
い
る
。

公
共
施
設
の
男
性
用
個
室
ト
イ

レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
す
べ
き
。

　

市
役
所
庁
舎
の
男
性
用
個
室

ト
イ
レ
へ
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク

ス
を
設
置
し
、
そ
の
利
用
状
況

を
勘
案
し
、
他
の
公
共
施
設
へ

の
設
置
に
つ
い
て
必
要
性
を
検

討
す
る
。

　

教
育
施
設
の
一
部
で
は
既
に

設
置
済
み
だ
が
、
そ
の
他
の
施

設
へ
の
設
置
も
検
討
し
て
い
く
。

小野寺 美穂

菅原　和子

質
問
し
た
内
容

１ 

市
民
福
祉
サ
ー
ビ
ス

２ 

化
学
物
質
過
敏
症

質
問
し
た
内
容

１ 

安
倍
晋
三
元
首
相
の
国
葬

２ 

特
別
障
害
者
手
当

３ 

「
生
理
の
貧
困
」問
題
へ
の
取
組

の
継
続
性
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名
取
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

昭
和
三
陸
津
波
の
標
柱
と
案
内
板
の

適
正
な
管
理
を

文化財

Q

QQQQQ

Q

Q

Q A A

AA AA

AA

AAAA

　

昭
和
三
陸
津
波
の
標
柱
は
、

昭
和
８
年
に
発
生
し
た
地
震
に

よ
る
津
波
が
到
達
し
た
場
所
４

地
点
に
寄
附
金
に
よ
っ
て
設
置

さ
れ
た
石
碑
で
あ
る
。
第
４
号

が
仙
台
東
部
道
路
西
側
の
名
取

川
右
岸
の
堤
防
に
現
存
し
、
現

在
は
南
側
に
30
度
ほ
ど
傾
い
て

い
る
。
案
内
板
の
設
置
の
経
緯

と
標
柱
の
管
理
の
現
状
は
。

　

案
内
板
は
市
が
平
成
13
年
度

に
設
置
し
た
。
標
柱
と
同
様
に

河
川
堤
防
区
域
へ
の
設
置
と
な

る
こ
と
か
ら
、
国
か
ら
河
川
占

用
許
可
を
受
け
設
置
し
て
い
る
。

　

標
柱
は
、
昭
和
の
頃
か
ら
既

に
傾
い
た
状
態
で
あ
っ
た
と
承

知
し
て
い
る
。

　

案
内
板
に
は
、
標
柱
の
東
西

南
北
４
面
に
刻
ま
れ
て
い
る
文

字
の
こ
と
な
ど
、
簡
単
な
解
説

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
平
成
26

年
に
市
登
録
文
化
財
に
な
っ
た

こ
と
や
、
平
成
28
年
に
第
３
号

が
貞
山
運
河
で
発
見
さ
れ
た
こ

と
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

標
柱
が
傾
い
て
い
る
状
態
を
正

常
化
し
、
市
登
録
文
化
財
で
あ

る
こ
と
を
表
示
す
る
な
ど
案
内

板
を
更
新
す
べ
き
。

　

教
育
委
員
会
と
相
談
す
る
。

　

市
長
部
局
と
連
携
し
、
河
川

管
理
者
で
あ
る
国
に
相
談
し
て

い
き
た
い
。

　

現
在
、
案
内
板
は
防
災
安
全

課
、
標
柱
は
教
育
委
員
会
が
管

理
し
て
い
る
。
一
括
し
て
教
育

委
員
会
の
管
理
下
に
置
く
べ
き
。

　

市
登
録
文
化
財
に
指
定
し
た

際
に
、
教
育
委
員
会
に
移
管
す

べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
一

体
と
し
て
教
育
委
員
会
で
管
理

す
る
こ
と
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。

　

名
取
市
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
が
令
和
４
年
10
月
で

オ
ー
プ
ン
か
ら
２
年
を
迎
え
る

が
、
評
価
と
課
題
は
。

　

開
業
か
ら
２
年
を
待
た
ず
し

て
来
場
者
30
万
人
を
達
成
す
る

な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
る
。
課
題
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
、
条
例
に

基
づ
く
料
金
設
定
に
よ
り
宿
泊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
臨
機
応
変

な
料
金
変
更
が
困
難
な
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数
は
。

　

宿
泊
４
３
０
１
人
、
日
帰
り

入
浴
４
万
８
３
２
９
人
、
屋
外

施
設
８
万
９
９
１
３
人
で
あ
る
。

　

目
標
人
数
の
達
成
率
は
。

　

全
体
で
65
・
７
㌫
で
あ
る
。

　

令
和
３
年
度
の
収
支
状
況
は
。

　

指
定
管
理
料
は
１
億
４
８
５

０
万
円
、
使
用
料
収
入
は
約
８

２
８
２
万
円
、
差
引
き
マ
イ
ナ

ス
約
６
５
６
７
万
円
で
あ
る
。

　

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
将
来
的
な
運

営
の
在
り
方
の
見
直
し
を
含
め
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
べ
き
。

　

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
利

用
料
金
制
の
導
入
も
含
め
、
将

来
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

　

現
状
、
指
定
管
理
者
が
さ
ら

な
る
サ
ー
ビ
ス
を
す
れ
ば
、
経

費
が
か
さ
み
管
理
者
の
利
益
は

減
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
赤
字

額
約
６
５
０
０
万
円
を
指
定
管

理
料
と
し
て
支
払
い
、
利
用
料

金
も
管
理
す
る
「
利
用
料
金
併

用
制
」
を
導
入
し
、
収
支
決
算

で
収
入
の
黒
字
分
一
定
割
合
を

市
に
納
付
す
る
こ
と
に
し
て
は

ど
う
か
。

　

可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
。

調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
し
た
内
容

１ 

街
路
樹
の
管
理

２ 

校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位

大
会

３ 

昭
和
三
陸
津
波
の
標
柱

質
問
し
た
内
容

１ 

新
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

２ 

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

３ 

部
活
動
の
地
域
移
行

吉田　　良

荒川　洋平

サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き

商 工
振 興
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● 
９
月
定
例
会　

議
案
審
議 

●

名
取
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案 

 

報
告 ･･･････････････

４
件

 

認
定 ･･･････････････

３
件

 

条
例 ･･･････････････
４
件

 

補
正
予
算 ･･･････････
10
件

 

同
意 ･･･････････････

２
件

 

議
決
案 ･････････････

４
件

　

議
員
提
出
議
案

 

意
見
書 ･････････････

２
件

 

そ
の
他 ･････････････

１
件

 

　
　
　
　
　
　

 

計
30
件

９
月
定
例
会　

会
期　

９
月
６
日
〜
９
月
28
日

QQ AA 　

本
市
に
お
け
る
防
災
会
議
の
審
議
に
多
様
な
意
見
が
反
映
さ
れ

る
よ
う
、
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
を
高
め
る
取
組
を
強
化
す

る
た
め
、
委
員
を
増
員
し
ま
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

防
災
会
議
の
委
員
数
を
30
人
か
ら
42
人
に

増
員
し
ま
す

Pick up １ 〔
議
案
第
67
号
〕
名
取
市
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
議
案
の
概
要
と
審
議
結
果
」
を
御
覧

く
だ
さ
い
。

　

増
員
す
る
根
拠
は
。

　

内
閣
府
に
お
い
て
女
性
の
視

点
に
立
っ
た
防
災
・
復
興
の
取

組
促
進
が
図
ら
れ
て
お
り
、
市

防
災
会
議
の
女
性
委
員
の
登
用

に
つ
い
て
、
30
㌫
を
目
指
す
こ

と
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

12
人
増
や
す
対
象
と
し
て
ど

の
よ
う
な
人
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
12
人
増
加
後
の
女
性
の

割
合
は
。

　

委
員
の
選
任
は
市
長
が
行
う

こ
と
に
な
る
が
、
女
性
が
主
体

と
な
っ
て
活
躍
す
る
防
災
教
育

に
携
わ
る
市
民
団
体
や
看
護
関

係
の
方
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
や
商
工

会
女
性
部
、
女
性
消
防
隊
や
民

生
委
員
等
の
各
種
団
体
を
考
え

た
い
。
現
在
、
30
人
中
女
性
は

１
人
だ
け
で
あ
り
、
新
た
に
12

人
の
女
性
を
登
用
す
る
こ
と
で
、

女
性
の
比
率
は
約
31
㌫
と
な
る
。
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〔
議
案
第
73
号
〕
令
和
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
緊
急　

経
済
対
策
推
進
費
を
措
置
し
ま
し
た

Pick up ２
QQ

QQ

AA

AA

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

▼賛否が分かれたもの ※　○は賛成、×は反対

※地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっておりません。

審議結果

会
議
名

提
出
者
議案番号 件　名

審
議
結
果

  議員名（議席番号順）
菊
地　

昌
夫

熊
谷　

克
彦

笹
森　
　

波

千
葉　

栄
幸

板
橋　

美
保

大
泉　

徳
子

大
久
保
主
計

齋　
　

浩
美

菅
原　

和
子

吉
田　
　

良

荒
川　

洋
平

大
友　

康
信

及
川　

秀
一

佐
藤　

正
博

長
南　

良
彦

小
野
寺
美
穂

郷
内　

良
治

丹
野　

政
喜

山
田
龍
太
郎

佐
々
木
哲
男

第
７
回
定
例
会

市
長議案第86号 令和４年度名取市一般会計補正予算

（第８号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

今期定例会において全会一致で可決した議案を含む、審議結果の一覧は、
市議会ホームページの「議案の概要と審議結果」を御覧ください。

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

経
営
支
援
金
に
つ
い
て

　

６
月
に
続
き
、
今
回
も
予
算

措
置
す
る
が
内
容
は
。

　

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
が
続

い
て
お
り
、
10
月
末
ま
で
申
請

を
受
け
付
け
て
い
る
支
援
金
に

つ
い
て
、
１
事
業
者
当
た
り
の

申
請
額
が
市
の
想
定
額
を
上
回

っ
て
お
り
、
予
算
に
不
足
が
生

じ
な
い
よ
う
備
え
た
い
。

　

現
在
の
申
請
・
交
付
状
況
は
。

　

９
月
２
日
現
在
、
申
請
件
数

１
７
９
件
、
申
請
済
額
３
４
０

６
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
周
知
方
法
は
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

に
加
え
、
地
元
情
報
誌
へ
の
掲

載
や
直
接
事
業
者
宛
て
に
通
知

を
行
う
。

　

申
請
期
間
延
長
の
考
え
は
あ

る
か
。

　

申
請
受
付
状
況
に
よ
っ
て
は

期
間
延
長
を
検
討
し
た
い
。
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● 
令
和
３
年
度　

決
算
審
査 

●

税
金
の
使
い
道
を

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た

　市長から提出された令和３年度の決算について、
財務常任委員会において審査を行いました。
　財務常任委員会では、一般会計歳入を全体会で、
一般会計歳出・特別会計・企業会計を３つの分科会
で分担して審査を行いました。

一般会計歳出総額

一般会計歳入総額

４１９億１，８５８万円

４３６億９，８４０万円
財
務
常
任
委
員
会
の
内
容
は
、
録
画
で
も
配
信
し
て

い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
会
中
継
」
か
ら

御
覧
く
だ
さ
い
。

決算審査のスケジュール
日にち 内　容

９月20日（火）本会議（総括質疑）全体会（一般会計歳入補足説明）

21日（水）全体会（一般会計歳入）

22日（木）第１分科会（総務部・企画部・消防本部ほか）

26日（月）第２分科会（生活経済部・建設部ほか）

27日（火）第３分科会（健康福祉部・教育部ほか）

28日（水）全体会（分科会委員長報告・採決）本会議（採決）

QQ AA 　

名
取
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
に
よ
る
「
児

童
虐
待
防
止
に
係
る
研
修
会
」
の
成
果
を
、
施
策
に
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た
の
か
。

　

い
ち
早
く
現
場
で
児
童
虐
待
の
疑
い
に
気
づ
け
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
学
校
等
か
ら
の
相
談
件
数
が
増

加
し
た
。
保
育
所
や
学
校
等
へ
の
巡
回
を
行
い
、
さ
ら

な
る
強
化
を
図
っ
た
。

　

河
川
現
況
測
量
調
査
の
進
捗
と
、
把
握
で
き
た
課
題

は
。

　

市
が
管
理
す
る
13
河
川
に
つ
い
て
、
測
量
、
堤
防
や

護
岸
の
点
検
、
支
障
木
や
堆
積
土
砂
の
状
況
調
査
等
を

実
施
し
た
。
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
針
山
川
、

大
沢
川
、
棟
沢
川
、
桑
唐
沢
川
及
び
南
沢
川
で
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
流
下
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。

河川現況測量調査の進捗と課題は

総括質疑１
会派名 名和会 吉田 　良 議員
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総括質疑３
会派名 日本共産党議員団 齋　浩美 議員

Q QQA AA　

館
腰
遊
歩
道
法
面
維
持
管
理
地
盤
調
査
の
結
果
は
。

結
果
を
受
け
、
教
育
委
員
会
な
ど
と
の
協
議
は
行
わ
れ

た
の
か
。

　

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
地
盤
調
査
で
は
、
近
年
の

豪
雨
で
発
生
し
た
小
規
模
の
崩
壊
が
４
箇
所
確
認
さ
れ

た
が
、
遊
歩
道
や
隣
接
す
る
水
路
・
宅
地
等
に
大
き
な

被
害
を
与
え
る
よ
う
な
崩
壊
や
落
石
、
地
滑
り
等
に
よ

る
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
は
低
い
と

の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
早
急
に
防
護
施
設
等

を
設
置
す
る
状
況
に
は
な
い
が
、
近
年
の
異
常
気
象
の

状
況
も
考
慮
し
つ
つ
、
注
視
・
監
視
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
教

育
委
員
会
と
の
協
議
は
令
和
３
年
度
は
し
て
い
な
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
と
し
て
、

医
師
会
と
の
連
携
・
協
力
体
制
の
下
、
取
り
組
ん
だ
内

容
と
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

名
取
市
医
師
会
を
は
じ
め
県
立
病
院
機
構
な
ど
か
ら

多
く
の
医
師
・
看
護
師
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し

た
。
受
入
体
制
の
整
備
を
図
り
、
延
べ
８
万
６
４
８
２

人
へ
の
接
種
が
実
施
さ
れ
た
。

　

子
育
て
・
教
育
先
進
都
市
の
実
現
に
向
け
、
中
学
３

年
生
を
対
象
と
す
る
学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
績
に

つ
い
て
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
の
学
校
給
食
費
無
償
化
の
実
績
は
、
13

万
２
７
０
３
食
分
、
４
３
０
５
万
７
７
２
３
円
の
実
績

額
で
あ
る
。

館腰遊歩道の法面調査の結果は 保健・福祉・医療分野について

総括質疑２
会派名 青雲倶楽部 山田 龍太郎 議員

第　１
分科会 全体会

　市税では、収納方法
別の納付割合等や滞納
処分等についての質疑
がありました。納付方
法は金融機関が一番多
く、次に、口座振替が
34.34％、コンビニ納付
が19.33％、ＰａｙＰａ
ｙが１.38％であると説
明がありました。
　使用料及び手数料では、サイクルスポーツセン
ターの新型コロナ感染症による休業や宿泊のキャ
ンセルの影響などの質疑があり、事前決済の必要
性について検討したいとの説明がありました。
　そのほか、国・県からの交付金や補助金など、
幅広い財源について様々な観点から審査しました。

　総務費では、情報開
示の実績、市のプロモ
ーション活動の成果、
消費生活相談事業の実
績、交通指導隊の活動
状況、ＲＰＡを導入し
た業務の成果について
審査しました。
　消防費では、危険物
施設、防火対象物の査
察指導の実績、水難事
故の内容及び対応状況、消防団の火災出動の依頼
状況、防災対策に係る出前講座の開催実績、水防
訓練の実施状況及び水防用資機材の整備状況等に
ついて審査したほか、土地取得特別会計について
審査しました。

歳入について様々な角度
から質疑を行いました

市のプロモーション活動
に取り組みました
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賛成賛成 小野寺 美穂 議員大友　康信 議員
（一般会計）（一般会計）

　令和２年度繰越事業の館腰地区浸水対策計画
委託は、令和３年度末に完成したが、引き続き
浸水対策の着実な進捗を求める。
　道路・公園等の草刈りでは、高齢化などもあ
り、対応が難しくなっている地域も少なくない。
抜本的な対策を考えておくべきではないか。ま
た、くさ・かり・スッキリ隊には、替え刃や燃
料費が支給されているが、特に夏場に道路等で
作業をする場合、飲料水を支給するなどの配慮
を求めたい。
　新型コロナウイルス感染症や地震等の自然災
害、円安や物価高騰など、市民に多大な影響を
及ぼす事象も多い。市民生活を第一に考えての
事業の執行を願う。

　コロナ禍に延べ15万８千人ものワクチン接種
を円滑に進められたことを評価する。その副反
応が現れた救急搬送９人を含む445人に対応し
ており、予防接種健康被害救済制度の相談は30
件に及んだ。変異するウイルスに当初のワクチ
ンで効果があるか疑義を訴える声もあるので、
これまで集積したデータを分析して、今後、接
種の判断材料を分かりやすく示してもらいたい。
　河川現況測量調査による５河川の浚渫土量の
把握を評価する。一日も早く浚渫されることを
期待する。
　小中学校のいじめの認知件数は145件だが、
解消率は半数を超えており、先生方の丁寧な対
応を評価して感謝したい。

このような理由で、賛成しました
令和３年度決算審査　　討　論

第　３
分科会

第　２
分科会

　民生費では、緊急時
ショートステイ事業
の実績や老人クラブ
活動等助成事業の実
績と課題、子育て支援
拠点施設 cocoⅠ'll（こ
こいる）の取組内容等について審査しました。
　衛生費では、新型コロナワクチンに係る相談の
対応状況や育児ヘルプサービス訪問事業の実績と
課題等について審査しました。
　教育費では、不登校児童生徒の実態と取組につ
いて、学校図書整備の取組と課題、学校・家庭・
地域連携協力推進事業の実績、学校給食の残食に
対する取組等について審査しました。
　また、国民健康保険特別会計、休日夜間急患セ
ンター特別会計等について審査しました。

　総務費では、交通安全街
路灯の設置状況等について
審査しました。
　衛生費では、五社山自然
散策路マップの活用状況等
について審査しました。
　農林水産業費では、利用
権設定等促進事業への米価
下落の影響等について審査しました。
　商工費では、自転車周遊促進実証事業やアフ
ターコロナチャレンジ支援事業の取組状況等を
審査しました。
　土木費では、水路浚渫業務の取組状況、館腰
遊歩道法面維持管理地盤調査の取組状況等につ
いて審査したほか、水道事業会計や下水道事業
等会計等について審査しました。

学校・家庭・地域連携協
力推進事業に取り組みま
した

ＬＥＤ灯の設置が　　　
進みました
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北
海
道
北き

た
み見

市
・
美び

ほ
ろ幌

町
・

網あ
ば
し
り走

市
を
視
察
し
ま
し
た

北
海
道
石い

し
か
り狩

市
・
苫と

ま
こ
ま
い

小
牧
市
・

北き
た
ひ
ろ
し
ま

広
島
市
を
視
察
し
ま
し
た

岩
手
県
八は

ち
ま
ん
た
い

幡
平
市
・
紫し

わ波
町
・

秋
田
県
湯ゆ

ざ
わ沢

市
を
視
察
し
ま
し
た

総務消防

民生教育 建設経済

● 

委
員
会
活
動
報
告 

●

　

７
月
か
ら
８
月
初
旬
に
各
常
任
委
員
会
の
行
政
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

各
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
学
ん
だ
成
果
を
生
か
し
、
積

極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
調
査
報
告
書
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

北
見
市
で
は
、
窓
口
業
務
に

お
け
る
申
請
書
様
式
の
標
準
化
、

証
明
書
の
統
合
化
等
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
な
ど

に
つ
い
て
調
査
し
た
。

　

美
幌
町
で
は
、
移
住
定
住
特

設
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
の
情
報

発
信
、
空
き
家
等
を
活
用
し
て

の
移
住
支
援
事
業
等
に
つ
い
て

調
査
し
た
。

　

網
走
市
で
は
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
の
推
進
、
デ
ー
タ
分
析
に

よ
る
移
住
定
住
の
推
進
、
ワ
ン

フ
ロ
ア
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
等

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

　

市
民
目
線
の
窓
口
業
務
及
び

人
口
減
少
地
域
の
移
住
定
住
推

進
等
を
参
考
に
、
本
市
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
及
び
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

石
狩
市
で
は
、
地
域
の
子
供

の
拠
点
「
こ
ど
も
未
来
館
あ
い

ぽ
ー
と
」
を
調
査
し
た
。
多
く

の
異
年
齢
児
童
生
徒
の
居
場

所
・
活
動
場
所
・
生
活
の
場
と

し
て
、
子
供
の
視
点
や
意
見
を

運
営
や
活
動
に
活
か
し
た
事
例

を
学
ん
だ
。

　

苫
小
牧
市
で
は
、
小
中
学
校

の
義
務
教
育
９
年
間
を
見
通
し

た
教
育
活
動
「
苫
小
牧
型
小
中

連
携
教
育
」
を
調
査
し
た
。

　

北
広
島
市
で
は
、
市
域
に
分

散
す
る
多
彩
な
遺
産
を
市
民
と

の
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
「
北
広
島
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
事
業
」
を
調
査
し
た
。

　

こ
れ
ら
市
民
や
子
供
の
視
点

を
重
視
し
、
住
民
と
の
連
携
協

働
で
取
り
組
む
事
例
を
参
考
に

し
て
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

八
幡
平
市
で
は
、
同
市
に
お

け
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
事
例
と

し
て
、
最
先
端
の
Ⅰ
ｏ
Ｔ
と
地

熱
を
活
用
し
た
全
自
動
水
耕
栽

培
で
バ
ジ
ル
を
栽
培
し
て
い
る

現
場
を
視
察
し
「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
」
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

　

紫
波
町
で
は
、
公
民
連
携
基

本
計
画
の
も
と
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
を

基
本
に
始
動
し
た
「
オ
ガ
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
調

査
し
た
。
具
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
構
想
、
資
産
価
値
の
引
き
上

げ
方
策
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
手
法
の
活
用

な
ど
成
功
事
例
を
学
ん
だ
。

　

湯
沢
市
で
は
、
中
小
企
業
の

主
体
的
な
企
業
経
営
促
進
や
革

新
的
な
事
業
展
開
を
支
援
す
る

初
期
相
談
窓
口
で
あ
る
「
ゆ
ざ

わ-

Ｂ
ⅰ
ｚ
（
ビ
ズ
）」
に
つ

い
て
調
査
し
た
。
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No.1No.3
○ 

陳
情

◇ 
令
和
４
年
３
月
16
日
福
島
県
沖
地
震
に
よ
る
復
旧
工
事
に
関
す
る
陳
情

　
（
名
取
土
地
改
良
区　
　

理
事
長　

今
野　

慶
一
）

　

今
期
定
例
会
に
は
、
３
か
件
の
人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

◎
名
取
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
（
９
月
６
日
上
程
・
同
日
原
案
同
意
）　

瀧
澤　

信
雄
氏

◎
名
取
市
教
育
委
員
会
委
員

　
（
９
月
６
日
上
程
・
同
日
原
案
同
意
）　

長
澤　

裕
司
氏
（
那
智
が
丘
）

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
（
９
月
６
日
上
程
・
同
日
原
案
可
決
）　

井
上　

幸
太
郎
氏
（
高
舘
吉
田
）

９
月
定
例
会
で
は
、
１
件
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

No.2
　

市
議
会
で
は
９
月
定
例
会
に
お
い
て
「
揮
発
油
税
及
び
地
方
揮
発
油
税

（
ガ
ソ
リ
ン
税
）
の
抜
本
的
見
直
し
や
簡
素
化
に
よ
る
負
担
軽
減
を
求
め

る
意
見
書
」
と
「
刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
再
審
規
定
の
速
や
か
な
改
正
を

求
め
る
意
見
書
」
を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
宛
て
に
提

出
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案（
意
見
書
）に
つ
い
て

人
事
案
件
に
同
意
し
ま
し
た

令和４年12月定例会は、

12月７日（水）
開会予定です。

議会を読もう
　名取市議会だよりは、2月、5月、
8月、11 月に発行しています。
　バックナンバーは、ホームページ
でも御覧いただけます。

議会を傍聴しよう
　現在、新型コロナウイルスの感染
拡大防止の御協力を頂いておりま
す。詳しくは、市議会ホームページ
で御確認いただくか、議
会事務局へお問い合わせ
ください。

議会に参加しよう
　議会に対して陳情等を提出するこ
とができます。
　陳情とは、特定の事項について議
会などに実情を訴え、適切な措置を
要望することです。

議会を動画で見よう
　本会議や議員協議会の模様をイン
ターネットで中継（生中継・録画中継）
しています。ぜひ御活用ください。

会議録を読もう
　本会議及び財務常任委員会等の会
議録をインターネットで公開してい
ます。詳細な議論の内容の確認に、
ぜひ御活用ください。

※ スマートフォンやタブレッ
ト端末での視聴にも対応し
ています。
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　今回の定例会では、令和３年度歳入歳
出決算について審査を行いました。既に
執行された事項ではありますが、市民目
線で、なぜそのような経過に至ったのか、
どのような成果があったのか等の質疑を
それぞれの議員が積極的に行いました。
審査を通して、市民サービス向上や市民
福祉の増進につながっていくものと捉え

ております。また、それぞれの議員が市
民の負託に応え得る議会活動を行ってい
ると認識したところです。
　さて、味覚の秋、スポーツの秋、読書
の秋等いろいろありますが、それぞれの
お好きな秋を満喫し、市民一人一人に笑
顔があふれることを願って
おります。

編 集
後 記
委 員

熊谷　克彦

議会懇談会を開催します
○市民との懇談会（どなたでも参加できます）

○関係団体との懇談会（団体関係者のみ）
●11月16日㈬　名取市交通指導隊
●11月16日㈬　名取市観光物産協会
●11月16日㈬　宮城県聴覚障害者協会

　市議会では、より近くで

皆様の声をお聞きするため、

議会懇談会を開催します。

　全議員が３班に分かれて

各会場に伺いますので、ぜ

ひ皆様の議会や市政に対す

る声をお聞かせください。

　また、様々な角度から御意

見を伺うため、関係団体（参

加は団体関係者のみ）との懇

談会も併せて開催します。

開催日時 会場 テーマ

11月	7日㈪	午後７時 高舘公民館
①	公共交通体系の今後（デマンド型）
について

②空家対策の条例について

③地域の課題について（意見交換）

11月	8日㈫	午後７時 増田西公民館
名取が丘公民館

11月	9日㈬	午後７時 ゆりが丘公民館

11月	10日㈭	午後７時 愛島公民館
相互台公民館

今号の表紙を飾ってくれた、一般社団法人プレー
ワーカーズの皆さんからお話を伺いました。

子供の遊び場（居場所）のあるべき姿とは
　一般的に子供は大人が育てる弱い存在だと思
われていますが、自由に遊び様々な人や自然や
体験と出会う中で、自らの世界を広げ育つ強さ
を持っています。プレーワーカーズは、プレー
パークという地域の人が運営する場づくりを広
げ、子供が遊び育つ社会を目指しています。
どのような活動をしていきたいですか
　プレーパークという場を広めるだけでなく、
子供の遊びを大切に思う人も増やしていきたい
です。日々の活動の中から見えてくる子供の課
題や遊びの大切さを発信していきます。代表理事　須
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名取市議会の情報はこちらから 名取市議会


